




















































































































































































































等中学校第一部文科 1年生になったのは，明治 21（1888）年 18歳の時であるが，2年後の明
治 23年には，事情により自ら中途退学している。したがって，西田が第四高等中学校に在学















































































































































































う用語が初めて用いられたのは，彼の講義案である「心理学講義 55」（明治 37年 9月からの講
義草稿）だと考えられる。茅野良男は，純粋経験という言葉の講案に於ける初出は，「倫理学




































































































































































































  1 西田幾多郎著，昭和 40年，『西田幾多郎全集』第 1巻（『善の研究』「序」，以下この全集を全集一の
ように略記する），岩波書店，3～ 4頁。
  2 同上書，7頁。
  3 末木剛博著，1983年，『西田幾多郎　その哲学体系 1』，春秋社，6～ 13頁。
 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）167～ 206頁。
  4 佐藤信衛著，1947年，『西田幾多郎と三木清』，中央公論社，
  5 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）199頁。
  6 沼田滋夫著，1984年，『西田哲学への旅』，北樹出版
  7 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）194頁。
  8 宮川透著，1976年，『日本近代哲学の遺産』，第 3文明社
  9 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）196～ 197頁。
 10 滝沢克己著，1941年，『西田哲学の根本問題』，刀江書院
 11 柳田謙十郎，1949年，『西田哲学体系・第 12冊・初期の西田哲学』，大東出版社
 12 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）183～ 184頁。
 13 三宅剛一著，1966年，『人間存在論』，勁草書房，195頁





 18 小坂国継著，1991年，『西田哲学の研究』，ミネルヴァ書房，4～ 5頁
 19 松丸壽雄「西田哲学の時期区分説―多様なる西田哲学像―」（茅野良男 /大橋良介編，1987年，『西
田哲学―新資料と研究への手引き―』所収，ミネルヴァ書房，）168頁。
 20 同上書，168～ 169頁。
 21 末木剛博著，1983年，『西田幾多郎　その哲学体系 1』，春秋社，9頁




によって，7校（第 1・東京，第 2・仙台，第 3・京都，第 4・金沢，第 5・熊本，山口，鹿児島）が
高等中学校として設置された。
 25 全集一，7頁。






 28 高坂正顕著，昭和 22年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，53～ 54頁。
 29 石川県専門学校は，7年制の学校で 4年の初等中学科（予科）と 3年の専門部とがあり，専門部には
法・文・理の 3課程があった（上田久著『祖父西田幾多郎』南窓社 37頁）。





 35 同上書，「余ガ最愛スル諸君ヨ」，581～ 2頁。
 36 同上書，「Jean Jaques Rousseau」，586～ 7頁。
 37 全集十八，（「書簡集一」），3頁。















 46 上山春平著，昭和 40年，『日本の土着思想』，弘文堂，40頁。
 47 竹内良知著，1970年，『西田幾多郎』，東京大学出版会，64頁。
 48 上田久著，昭和 53年，『祖父　西田幾多郎』，南窓社，56頁。
 49 竹内良知著，1970年，『西田幾多郎』，東京大学出版会，67頁。




 53 下村寅太郎著，1965年，『西田幾多郎―人と思想』，東海大学出版会，99～ 100頁。
 54 小坂国継，2007年，「『善の研究』について」（西田幾多郎著 /小坂国継全注釈『善の研究』所収，講
談社，474頁）。
 55 全集十六，（「初期草稿」），所収。務台理作によると明治 37年度の「心理学」の講義用として書かれ
たもので翌 38年 2月にはその草稿が完成したと思われる（同書「後記」）。新版『西田幾多郎全集』
第 24巻「年譜」でも同じ考えである。




度の 9月からの講義草稿と考えている。なお，当時は 9月入学，7月卒業の 3学期制であった。
 57 茅野良男，1987年，「西田幾多郎初期の思索をめぐって─資料編の解説に代えて─」（茅野良男 /大
橋良介編，『西田哲学─新資料と研究への手引き─』所収），ミネルヴァ書房，62-63頁。














 71 同上書，91～ 92頁。
 72 同上。
 73 同上書，108～ 109頁。
 74 同上書，109頁。
 75 西田は，純粋経験の事実の外に実在はないとしている。全集一，4，23頁。
 76 西田幾多郎著，昭和 12年，「信濃哲学会のための講演―五　歴史的身体」（全集十四，266頁）。
 77 同上書，267～ 268頁。
 78 下村寅太郎著，1965年，『西田幾多郎―人と思想』，東海大学出版会，100～ 101頁。
 79 浄土真宗中興の祖とされる蓮如（1415～ 99）の手紙で念仏の教えを分かりやすく説いたもの。
 80 上田久著，昭和 54年，『祖父　西田幾多郎』，南窓社，13頁。
 81 同上。
 82 同上。








 86 平山洋著，1997年，『西田哲学の再構築─その成立過程と比較思想─』，ミネルヴァ書房，33～ 34頁。











 94 上記の注記 85参照。
 95 西田幾多郎，明治 40年，「『国文学史講話』の序」（『思索と体験』所収，全集一，420頁）
 96 西谷啓治，1969年，「『善の研究』について」（西谷啓治編『現代日本思想大系　22　西田幾多郎』所
収）　筑摩書房　10頁。
 97 全集一，96頁。
 98 同上。
 99 全集六，（『無の自覚的限定』），116頁。
100 鈴木亨著，1985年，『西田幾多郎の世界』，勁草書房，15頁。
